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目黒区議会議長

おのせ康裕

質問通告について

平成30年6月18日開会の第2回目黒区議会定例会における質問通告

が下記のとおりありましたので通知します｡

記

一般質問

質問者氏名西村ちほ

目安時間 45分

1 防犯カメラについて

(1) 区内防犯カメラの設置状況とそれに対する評価、今後の取り組みに

ついて伺う。

（2） 本区では「区有施設における防犯カメラの設置及び運用基準」を制

定し、また、町会・自治会等地域団体も区に準じた運用基準を制定す

ることで、防犯カメラの適正管理に努めている。区内防犯対策と個人

情報保護の観点から、運用状況については区がしっかりと把握してい

るべきと考えるが、地域団体が設置した防犯カメラの変更・廃止や映

像の利用について、区への届け出はどのように定められているか。ま

た、区管理を含め、 これまでの映像提供・犯罪捜査への活用状況につ

いて伺う。

（3） 公園や児童遊園は特に、子どもの安全対策として防犯カメラの設置

を求める声が大きい。区民の不安払拭のためにも、公園の管理者とし

て積極的に整備を進めていただきたいが、現在の状況と今後の取り組
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みについて伺う。

2 目黒区民等を優先する図書館サービスについて

目黒区立図書館は、利用のための貸出券登録に在住・在勤・在学など

の条件がない。誰もが利用できる開かれた図書館である一方、人気のあ

る本は予約で3年待ちにもなり、貸出サービスの低下につながっている。

本区のように貸出利用登録に条件がないのは23区中9区で、それ以外

の区は何らかの条件を付けている。 目黒区の予算で設置・運営されてい

る図書館は、第一として目黒区民へのサービス向上に努めることが基本

である。現在の不便な･状況を鑑み、貸出券登録への条件付けや、貸出・

予約数に差をつけるなど、 目黒区民等を優先する図書館にすべきではな

いか、所見を伺う。

3 生徒減少時代における中学校部活動の活性化について

少子化に加えて私立中学校への進学率増により、区立中学校の生徒数

の減少が進行している。それに伴い、活力ある学習活動や部活動の展開

に制約を生んでいることは、区立中学校の適正規模化を推進している本

区も認識しているとおりである。運動部の存続の危機を懸念したスポー

ツ庁が、今年3月19日に「運動部活動の在り方に関する総合的なガイ

ドライン」を公表したところであるが、 もはや学校単位で解決できる問

題ではなく､区が主導して抜本的な部活動改革に取り組むべきと考える。

そこで、 目黒区立中学校の部活動の現状と、今後の存続・活性化へ向

けた取り組みについて伺う。

質問者氏名関 けんいち

目安時間 40分

1 人生100年を認歌するために

第4次産業革命は、あらゆるモノがインターネットにつながり、蓄積

する様々なデータをAI (人工知能） 等を使って解析し、新たな製品・

サービスにつなげようとしている。人の扱う仕事は性質が変わり領域も

狭まることが予想され、学生時代に身に付けた知識だけでは終身での雇

用は通用せず、仕事といかに向き合うかが懸念される。一方、政府は昨

年度、働き方改革実行計画を基に「人生100年時代構想会議」を発足
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させ、 「働き方」と、老後の「生き抜く力」について議論を深めている。

目黒区においても、課題に沿った準備を進める観点で、以下質問する。

(1) 再就職する方が増大していくと考えられるが、 ワークサポートめぐ

ろを活用し、区内中小企業、小規模事業者との仕事のマッチングも見

据えた学び直しが出来る環境整備について、所見を伺う。

（2） 人生100年を認歌するには、肉体的・精神的な健康寿命を、各人

の終身寿命に近づけることが肝要だと考える。そのためには、健康体

操のみならず、精魂込めて働いてきたサラリーマンの方などは、定年

後の孤立を防ぐために、今後生きていく上での人とのつながりや生き

がいづくりについて、強く認識する機会を持つべきと思うが、所見を

伺う。

2 立て替え払いについての提案（各種助成金や給付金等）

個人が目黒区から助成金を受ける際、会計事務規則では助成金の前払

いが出来るようになっている。 しかしながら、各助成事業ではそれぞれ

の要綱で支払い方を決めている。保険給付においても高額療養費など限

度額認定を受けていなければ、一時的に全額負担するよう強いられるこ

ともある。立て替えずに済むなら一時でも費用負担が軽減された方が利

用者にとっては助かるはずで、 目黒区もサービスの利用促進が図れると

考える。該当する事業について、区民サービスの充実を目指す観点で、

以下、質問する。

(1) 感震ブレーカーの設置助成が、平成28年度は50件の募集中45

件、平成29年度が15件と伸び悩んでいる。当初8万円の機器を取

り付けるイメージが先行し、立て替えるには高いと感じたのではない

か。足立区では、区に相談し要件が満たせれば、申請者は実際の設置

費用から助成額を差し引いた代金のみを電気工事店等に支払えば良い

という対応もしている。 目黒区もやり方を再考し拡充すべきと考える

が、所見を伺う。

(2)高額療養費については、所得に応じたlか月当たりの限度額が決め

られているが、限度額内で医療機関の窓口精算する場合は、あらかじ

め各保険者に事前申告する必要がある。 この制度を知らなければ、高

額療養費を窓口に立て替えなければいけないが、制度を区民に浸透さ

せることについて、所見を伺う。
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